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昭和59年の市制施行35周年を記念して市

民アンケートから選ばれたもの。新庄の大地

に深く根を張り、一直線にそびえるモミの姿は、

未来に躍進する新庄の希望と愛情を表す。 

市の木［モミ］ 
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育
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取
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。
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し
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所
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。
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　子育て支援や、障害をもつ子どもの福祉向上のための各種手当制度があります。受給するには申請が必要です。
◆児童手当（所得制限あり）
�支給対象…小学校修了前までの児童を養育している人
�支給月額…第1・2子 5,000円／月、第3子以降 10,000円／月
�支払時期…2月・6月・10月の年3回（10日支払）

◆特別児童扶養手当（所得制限あり）
�支給対象…20歳未満の障害ある児童を養育している人
�支給月額…1級障害 50,750円／月、2級障害 33,800円／月
�支払時期…4月・8月・11月の年3回（11日支払）

◆児童扶養手当（所得制限あり）
�支給対象…父母の離婚などにより父と生計をともにしていない児童
（18歳になった年度末まで、障害児は20歳未満）を養育している母など
�支給月額…全部支給 41,720円／月、一部支給 41,710円/月から9,850円／月まで（母などの所得に応じて）
�支払時期…4月・8月・12月の年3回（11日支払） ◎詳しくは、福祉事務所児童支援室へ。�内線544

◆障害児福祉手当
�支給対象…重度の障害があるため日常生活で常に介護を必要とする状態にある20歳未満の人
�要　　件…本人および扶養義務者に一定以上の所得がある人、施設に入所している人を除く。
�支 給 額…月額 14,380円 ◎詳しくは、福祉事務所高齢障害支援室へ。�内線548

―  子育てと福祉のための手当制度  ―

●市立保育所（19年度入所受付：12月1日から）
※福祉事務所児童支援室へお申し込みください。

 所在地・電話番号保育所名

大手町（�22-0246） 中部保育所

桧町（�22-0260）北部保育所

下金沢町（�22-0248）南部保育所 

 若葉町（�22-0261）乳幼児保育所

泉田（�25-2020）泉田保育所

金沢（�23-7880）パリス保育園

●私立幼稚園（19年度入園受付中　12月20日まで）

 所在地・電話番号 幼稚園名

 大手町（�22-1553）大手幼稚園

上金沢町（�22-6052）金沢幼稚園 

 十日町（�23-4575）向陽幼稚園

 城南町（�22-1569）新庄聖マルコ幼稚園

 北町（�23-1093）新庄幼稚園

●児童館・児童センター（19年度入所受付：12月1日から）
※本合海は福祉事務所へ、升形・萩野は直接お申し込みください。

 所在地・電話番号施 設 名

升形（�29-2338）升形児童館 

 本合海（�26-2247）本合海児童センター

 萩野（�25-2005）萩野児童センター

●市認証保育所（19年度入園受付中　乳幼児は随時受付）

 所在地・電話番号 認証保育所名

金沢新町（�23-5182）乳幼児託児所ひまわり 

 住吉町（�23-1633）はなまるはうす

 明倫通り（�22-1276）乳幼児託児所はぐくみ

大手町（�23-0026）なかよしこども園 

 城南町（�23-8538）にこにこベビーホーム

東谷地田町（�29-3972）にこにこ東園 

上金沢町（�23-2433）新庄ベビーホーム 

住吉町（�29-2301）オープンハウスこんぺいとう 

―  保育所・児童館・幼稚園・認証保育所一覧  ―

※私立幼稚園、市認証保育所への入園申し込みは、各幼稚園または認証保育所へ直接申し込みください。

～あなたの『もしや？』が子どもを救う～
　全国的に児童虐待に関する相談が増加し、子ど
もの生命が奪われる重大な事件も発生していま
す。これらは、社会全体で解決しなければならない
課題になっています。子どもと家族の声に耳を傾
けてください。
　子育てについての悩みや子どもに関することな
どお気軽にご相談ください。
●福祉事務所児童支援室　�内線547
●子育て支援センター　�22-5115

「 児童虐待防止推進月間」 です 。1 1 月
は、
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明日のあなたを考えて…
年金はあなたが主人公
国民年金は20歳以上60歳未満のすべての人が加入しなければならない社会保険制度
です。長寿社会となった現代において、少子化や核家族化の進行により、家族間で扶
養しあうことが難しくなってきました。また、給与所得世帯の定年後の安定かつ継続した
収入など、老後の生活を維持していくために「国民年金制度」はとても重要なものです。
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収
入
が
少
な
く
て
保
険
料
を
納
め

ら
れ
ま
せ
ん
。

■Ａ
 
 
収
入
が
少
な
い
、失
業
し
た
な
ど
の
理

由
で
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
場
合
は

免
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。本
人
、配
偶

者
、世
帯
主
の
所
得
が
基
準
以
下
で
あ
る

こ
と
が
条
件
で
す
。

●Ｑ
 
 
も
う
す
ぐ
六
十
歳
に
な
り
ま
す
。国

民
年
金
を
納
め
て
い
な
か
っ
た
時
期
が

あ
り
満
額
の
年
金
が
も
ら
え
ま
せ
ん
。

満
額
を
も
ら
う
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

■Ａ
 
 
未
納
に
よ
り
満
額
の
年
金
を
も
ら
え

な
い
、ま
た
は
二
十
五
年
の
受
給
資
格
を

満
た
せ
な
い
た
め
に
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
、六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で

（
ま
た
は
満
額
に
な
る
ま
で
）の
間
、国
民

年
金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。な
お
六
十
五
歳
に

な
っ
た
時
点
で
ま
だ
受
給
資
格
を
満
た
せ

な
い
場
合
で
も
、昭
和
四
十
年
四
月
一

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
は
、七
十
歳
ま
で

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●Ｑ
 
 
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
て
い

ま
す
が
、も
ら
え
る
年
金
額
を
増
や
す

方
法
は
あ
り
ま
す
か
。

■Ａ
 
 
付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
方
法
と
、

国
民
年
金
基
金
に
加
入
す
る
方
法
が
あ

り
ま
す
。付
加
保
険
料
は
毎
月
の
保
険

料
に
四
百
円
上
乗
せ
し
て
納
め
る
も
の
で

納
付
月
数
×
二
百
円
が
老
齢
基
礎
年
金

（
年
額
）に
毎
年
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ

ま
す
。申
込
手
続
は
市
民
課
国
民
年
金

室
で
す
。国
民
年
金
基
金
は
年
齢
や
加

入
口
数
な
ど
に
よ
り
掛
金
や
受
取
額
が

異
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
山
形
県
国
民

年
金
基
金（
�
0
2
3
‐
6
2
5
‐
3
8

7
0
）に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●Ｑ
 
 
六
十
歳
前
で
す
が
す
で
に
二
十
五

年
納
め
ま
し
た
。受
給
資
格
を
満
た
し

た
の
で
、今
後
は
納
め
な
く
て
も
よ
い

で
す
か
。

■Ａ
 
 
六
十
歳
ま
で
は
納
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。納
め
な
い
と
障
害
や
遺
族
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
ほ
か
、将
来

受
け
取
る
老
齢
年
金
も
未
納
期
間
に
応

じ
て
減
額
し
て
し
ま
い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、市
民
課
国
民
年
金
室
�
内

線
1
3
4
へ
。

ネッキーくん

もしも夫に先立たれたら

●年額　1,020,000円
（月額  85,000円）

20歳から60歳まで40年間
すべて保険料を納めた場合

妻子が受けるとき
～子が1人の場合～

65歳から生涯にわたり受けられます。

納付期間が40年に満たない場合で

も､保険料免除期間を含めて25年以

上保険料を納めていれば､期間に応

じて年金を受けることができます。

年金額は障害の程度により異なりま

す。扶養している子がいる場合は加

算があります。20歳よりまえの障害で

も一定の条件で20歳から年金が受け

られます。

国民年金に加入している人が亡く

なったとき､その人に生計を維持され

ていた子がいる妻、または子が受ける

ことができます。子が18歳になった日

以後の3月末まで支給されます。

65歳になったとき

●年額　792,100円（満額）
（月額  66,008円）

病気やけがで障害者になったら

●年額　1級　990,100円
（月額  82,508円）

　　　　2級　792,100円
（月額  66,008円）

老齢基礎年金 障害基礎年金 遺族基礎年金

国民年金保険料（月額）13, 860円

国
民
年
金

Ｑ 
＆ 

Ａ

国民年金の魅力
1. 国が責任をもって安全・確実に運営
する制度

2. 生涯にわたって年金が受け取れる
3. 年金額の三分の一は国が負担
4. 所得税や市・県民税申告で全額社会
保険料控除の対象

5. 老後の生活を保障するだけでなく、障
害基礎年金や遺族基礎年金がある

11月は国民年金推進月間です
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　10月の広域組合議会で、平成17年度の決算が承認され

ました。財政対策特別委員会を設置し、引き続き行財政改革

の推進を図っています。16年度と比べ、市町村からの分担金

6, 692万円（2. 4%）減、人件費、維持補修費、補助費等の

見直しにより、全体として前年度と比べ約6％下まわる決算額

になりました。今後とも行財政改革をさらに推進し、健全な財政

運営に努めていきます。

一般会計歳出総額 
40億2,373万円 
（前年度比6％減） 

一般会計歳入総額 
40億5,623万円 
（前年度比6.3％減） 

分担金 
35億2,491万円 

 

使用料及び手数料 
1億4,262万円 

 
県支出金 
1億円 

市町村分担金の内訳 

新庄市 
11億7,138万円 

最上町  
3億3,457万円 真室川町  

3億2,930万円 

金山町 
2億954万円 

戸沢村 
2億768万円 

舟形町 
1億9,637万円 

鮭川村 
1億7,427万円 

交付税分 
7億5,284万円 

大蔵村 
1億4,896万円 

総額 6,692万円の減 
（前年比2.4％減） 

※交付税分除く 

繰入金 
1億6,964万円 

 

繰越金 4,960万円 
組合債 2,140万円 
財産収入 1,860万円 
諸収入他 2,946万円 

 消防費 
13億4,292万円 

 

 衛生費 
7億1,577万円 

 
 議会費・総務費 
3億8,734万円 

 教育費 
4,221万円 

 

 公債費 
15億3,549万円 

 

一般会計の主な事業

● 消防・救急業務運営事業／13億4,292万円
● エコプラザもがみ（ごみ焼却施設）運営事業／3億4,802万円
● もがみクリーンセンター（し尿処理施設）運営事業／1億3,983万円
● リサイクルプラザもがみ（資源リサイクル施設）運営事業／1億3,497万円
● 最上衛生事業所（し尿処理施設）運営事業／8,435万円
● 広域交流センター（ゆめりあ）運営事業／8,061万円
● 教育研究センター運営事業／4,196万円
● 公債費（借金返済）／15億3,549万円

ふるさと市町村圏事業特別会計の主な事業

● 少年少女沖縄派遣交流事業／416万円
● もがみ大産業まつり開催補助事業／100万円

分担金以外の主な歳入

● 使用料及び手数料／1億4,262万円
　 　　ごみ処理手数料／1億1,186万円
　 　　広域交流センター（ゆめりあ）使用料／2,102万円など
● 国・県支出金／1億1,182万円
　 　　広域交流拠点施設費補助金／1億円
　 　　消防施設（高規格救急車）整備費補助金／1,182万円
● 基金繰入金／1億6,964万円
　 　　減債基金繰入金／1億円
　 　　ふるさと市町村県基金繰入金／6,600万円など
◎ 詳しくは、最上広域市町村圏事務組合総務課へ。�22-2674

平成1 7年度　最上広域市町村圏事務組合決算
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障害者自立支援法の施行により、障害福祉サービスの一部が「地域生活支援事業」にかわりました。

対象・内容事業名No
判断能力が不十分な知的障害者や精神障害者
で身寄りがない人など、成年後見の審判請求が
困難な人に成年後見制度の利用を支援します。

成年後見制度
利用支援事業1

聴覚・音声機能または言語機能の障害があ
る人に、手話奉仕員を派遣して意思の伝達を
支援します。

手話奉仕員派遣事業2

自立した日常生活に要する用具を障害の種
別・程度に応じて給付または貸与します。日常生活用具給付事業3

重度身体障害者が住宅の段差の解消など、
居住環境の改善を図る場合に支援します。住宅改修費給付事業4

視覚障害者が公的機関等に行く場合など、
社会生活上必要不可欠な外出や余暇活動
などの社会参加を支援します。

移動支援事業5

リフトつき車両以外に移動が困難な重度身
体障害者の移動を支援します。

重度身体障害者
移送サービス事業6

日中監護するものがいないため、一時的に
見守りなどの支援が必要な障害者（児）の日
中の活動の場を確保します。

日中一時支援事業
（障害児タイムケア事業）7

知的障害者を一定期間、職親に預け、生活
指導や技能習得訓練を支援します。知的障害者職親支援事業8

視覚障害者に広報などの行政情報をカセット
テープに録音して、情報提供を行います。声の広報等発行事業9

日常会話程度の手話表現技術などの養成研
修を行います。奉仕員養成研修事業10

地域生活支援事業
利用までの流れ

1. 利用を希望する人は福祉事務所に利
用申請を行ってください。

2. 福祉事務所から利用開始決定通知を
送付します。
3. 利用開始（5・7番は福祉事務所が指
定している事業所と契約後利用開始
になります）。
◎詳しくは、福祉事務所高齢障害支援
室へ。�内線546・548

利
用
開
始 

福
祉
事
務
所 

申請 

決定 

利
用
希
望
者 

指定事業所と契約 



�

も
接
遇
向
上
の
重
点
課
題
の
一
つ
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●Ｑ
 
 
除
雪
の
際
に
、流
雪
側
溝
の
水
を
止

め
な
い
で
ほ
し
い
。ま
た
、道
路
の
雪
を

残
さ
ず
に
除
雪
し
て
ほ
し
い
。

（
新
庄
母
子
寡
婦
福
祉
協
会
）

■Ａ
 
 
冬
季
間
の
除
排
雪
の
充
実
は
、市
民

要
望
が
最
も
多
い
事
項
で
あ
り
、市
と
し

て
も
、流
雪
溝
の
整
備
や
水
源
対
策
に
力

を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

水
を
止
め
な
い
で
ほ
し
い
と
ご
指
摘
の

あ
っ
た
個
所
に
つ
い
て
は
、地
元
と
調
整
し

な
い
で
水
路
な
ど
の
開
閉
を
行
う
人
が
い

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、そ
の
部
分
に

小
型
の
水
門
を
設
置
し
施
錠
す
る
予
定

で
す
。

　

ま
た
、道
路
の
雪
を
残
さ
ず
排
雪
し
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、道
路
上
に

雪
が
な
く
な
る
こ
と
は
理
想
で
す
が
、午

前
三
時
か
ら
交
通
を
確
保
す
る
た
め
に

作
業
を
行
な
い
、限
ら
れ
た
時
間
内
に
市

道（
十
七
年
度
延
長
二
百
十
キ
ロ
）お
よ

び
県
内
で
唯
一
実
施
し
て
い
る
生
活
道

路
の
除
雪（
申
請
件
数
三
百
三
十
一
件
、

●Ｑ
 
 
市
役
所
に
電
話
を
か
け
た
時
に
、す

ぐ
出
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が
多
く
、各

課
に
直
通
電
話
を
設
置
し
た
ら
よ
い
の

で
は
。ま
た
、職
員
が
電
話
に
出
る
時
に

名
前
を
名
乗
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

（
新
庄
市
交
通
安
全
母
の
会
）

■Ａ
 
 
市
で
は
、外
部
か
ら
の
電
話
は
交
換

手
を
経
由
し
て
、指
定
の
部
署
に
取
り
次

ぐ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。確
か
に
、朝
や
夕

方
な
ど
電
話
の
集
中
す
る
時
間
帯
は
、

少
々
お
待
た
せ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

県
庁
な
ど
大
規
模
自
治
体
な
ど
で
は
、

課
ご
と
に
電
話
番
号
を
つ
け
る
直
通
電

話
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
が
、こ
の
方

法
は
各
課
の
電
話
番
号
を
周
知
す
る
必

要
が
あ
り
、電
話
交
換
設
備
へ
の
投
資
も

必
要
に
な
り
ま
す
。今
後
と
も
お
客
さ

ま
の
話
し
を
う
か
が
っ
た
上
で
適
切
に
担

当
部
署
に
取
り
次
ぐ
と
い
う
従
来
ど
お

り
の
や
り
方
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、お
客
さ
ま
へ
の
応
対
を
行
政
改

革
の
大
事
な
取
り
組
み
と
し
て
い
ま
す
の

で
、ご
指
摘
の
あ
っ
た
件
つ
い
て
は
、今
後

シリーズ  新しい市役所づくり

市
長
と
語
る
会
を
開
催

七
つ
の
女
性
団
体
で
構
成
さ
れ
る「
新
庄
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
」と
の「
市
長
と

語
る
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。各
団
体
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
提
案
や
要
望
、施
策
に
対

す
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
は
、そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

都
市
整
備
課 
編

職
場
紹
介 

市
役
所
の
仕
事

十
七
年
度
延
長
四
十
九
キ
ロ
）を
完
了

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
経
費
の

問
題
な
ど
が
あ
り
、現
実
的
に
難
し
い
状

況
で
す
。パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
り
し

な
が
ら
現
地
を
確
認
し
、優
先
順
位
を

み
て
排
雪
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●Ｑ
 
 
市
立
図
書
館
を
小
学
生
以
上
が
利

用
す
る
図
書
館
と
し
て
位
置
づ
け
、雪

の
里
情
報
館
に
市
立
図
書
館
の
分
館
と

し
て
乳
幼
児
の
た
め
の「
子
ど
も
図
書

館
」を
設
立
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

（
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
か
や
の
み
会
）

■Ａ
 
 
親
子
の
読
み
聞
か
せ
指
導
に
も
取
り

組
み
、読
み
聞
か
せ
図
書
の
充
実
に
よ
り
、

市
立
図
書
館
に
来
る
乳
幼
児
の
姿
が
多

く
な
り
、時
に
来
館
者
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。し
か
し
、

市
立
図
書
館
か
ら
、絵
本
を
無
く
し
て

　　

都
市
整
備
課
は
、ま
ち
づ
く
り
計
画
・

雪
対
策
室
、整
備
管
理
室
、建
築
住
宅
室
、

高
速
道
路
対
策
室
の
四
室
、二
十
四
人

体
制
で
、市
道
・
河
川
・
公
園
・
市
営
住
宅

の
計
画
・
整
備
・
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、国
や
県
の
事
業
と
の
調
整
な
ど
の

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
ま
ち
づ
く
り
計
画
・
雪
対
策
室
】

　

都
市
計
画
道
路
や
都
市
計
画
用
途
地

域
指
定
の
計
画
立
案
と
見
直
し
業
務
、

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
に
、 

植
花
お
よ
び
緑
化
の
普
及
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、雪
対
策
全
般
に
わ
た
る
計
画

に
携
わ
り
、特
に
流
雪
溝
の
整
備
と
安
定

し
た
水
源
確
保
を
図
る
た
め
、消
流
雪
用

水
事
業
計
画
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
整
備
管
理
室
】

　

市
道
、市
の
管
理
す
る
河
川
お
よ
び
公

園
の
整
備
・
維
持
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、冬
季
は
市
道
の
除
雪
・
排
雪

の
管
理
と
市
の
直
営
に
よ
る
排
雪
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
、市
道
や
公
園
を
特
定
の
使

用
や
占
用
す
る
場
合
、ま
た
は
工
事
な
ど

を
行
う
場
合
は
申
請
が
必
要
で
あ
り
、そ

の
窓
口
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。
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協働のまちづくり

【
建
築
住
宅
室
】

　

市
内
に
五
団
地
・
三
百
五
十
戸
あ
る
市

営
住
宅
の
管
理
と
建
物
の
建
築
や
宅
地

の
造
成
を
行
う
際
の
手
続
き
の
受
付
と
相

談
な
ど
の
窓
口
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、住
宅
に
困
っ
て

い
る
人
が
安
心
し
て
入
居
し
生
活
し
て

も
ら
う
た
め
に
、住
宅
整
備
の
計
画
と
施

設
の
維
持
管
理
、入
居
に
関
す
る
手
続

き
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、建
築
や
造
成
な
ど
に
関
し
て
も
、

安
全
で
快
適
に
使
用
で
き
る
も
の
を
生

産
し
て
も
ら
う
た
め
に
、事
業
者
に
関
係

す
る
法
律
や
約
束
事
を
基
に
適
切
な
手

続
き
を
行
う
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

【
高
速
道
路
対
策
室
】

　

高
速
道
路
な
ど
の
国
や
県
の
事
業
と

の
調
整
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

国
・
県
の
各
事
業
の
整
備
促
進
と
各
種

同
盟
会
に
関
す
る
要
望
な
ど
の
業
務
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。

者
が
安
定
し
た
会
社
に
就
職
で
き
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

（【
財
】野
村
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
）

■Ａ
 

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、主
に
工
業
団

地
へ
の
誘
致
に
努
め
て
い
ま
す
が
、中
心

市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
意
味
か
ら
、空

地
・
空
き
店
舗
対
策
と
し
て
、街
中
へ
の

第
二
・
三
次
産
業
を
誘
致
す
る
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
も
定
住
促
進
に
も
つ
な
が

る
就
労
対
策
を
最
重
要
課
題
と
考
え
、

高
校
二
年
生
を
対
象
に「
模
擬
面
接
会
」

や
、関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら「
就
職

相
談
会
」「
新
規
学
卒
者
の
求
人
開
拓

会
」な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

県
は
若
年
者
の
就
職
・
転
職
支
援
と
し

て
、「
山
形
県
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
の

出
張
相
談
所
」を
毎
月
二
回
、「
ゆ
め
り

あ
」内
に
開
設
し
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

は
、親
子
の
利
用
者
が
使
い
に
く
く
な
る

と
考
え
ま
す
。市
立
図
書
館
の
社
会
教

育
施
設
の
役
割
と
し
て
も
、こ
の
ま
ま
家

族
が
一
緒
に
本
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る

場
と
し
て
活
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

雪
の
里
情
報
館
は
、図
書
館
や
歴
史
セ

ン
タ
ー
と
も
関
連
し
た
事
業
を
連
携
し

て
行
っ
て
お
り
、情
報
館
の
設
立
趣
旨
を

維
持
し
な
が
ら
、子
ど
も
の
た
め
の
環
境

整
備
の
方
向
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

●Ｑ
 
 
農
業
後
継
者
で
未
婚
の
人
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。解
決
す
る
に
は
、ど
の
よ

う
な
手
段
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

（
Ｊ
Ａ
新
庄
市
女
性
部
）

■Ａ
 
 
現
代
の
社
会
的
傾
向
と
し
て
、結
婚

で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
人
も
い
る
一
方
、結

婚
を
望
ま
な
い
人
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
、

そ
の
底
辺
に
あ
り
ま
す
。結
婚
を
望
む
こ

と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
あ
り
、

十
五
年
度
に
策
定
し
た
新
庄
市
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
の
早
期
実
現
が
、そ
の

解
決
策
に
な
り
得
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、農
業
集
落
の
存
続
を
か
け
た
新

し
い
農
政
事
業
を
推
し
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、農
業
を
よ
り
魅
力
あ
る
も
の
に

し
、関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
異
業
種

と
の
交
流
事
業
な
ど
、未
婚
の
農
業
後
継

者
に
自
分
た
ち
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
機
会

を
多
く
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●Ｑ
 
 
若
者
の
安
定
し
た
就
職
先
を
確
保

す
る
た
め
、よ
い
企
業
を
誘
致
し
て
、若

　

●Ｑ
 
 
商
店
街
で
買
い
物
を
し
た
と
き

の「
割
引
ク
ー
ポ
ン
券
」を
公
共
料
金
の

支
払（
水
道
料
な
ど
）に
も
利
用
で
き
る

自
治
体
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。市
で

も「
か
む
て
ん
カ
ー
ド
」で
同
様
な
取
り

扱
い
が
で
き
れ
ば
、商
店
街
を
利
用
す

る
人
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

（
新
庄
商
工
会
議
所
女
性
会
）

■Ａ
 
 
「
か
む
て
ん
カ
ー
ド
」の
ポ
イ
ン
ト
を

使
っ
て
公
共
料
金
の
支
払
が
で
き
る
こ
と

は
大
変
望
ま
し
い
こ
と
で
す
。制
度
上
ポ

イ
ン
ト
を
小
切
手
な
ど
の
証
券
に
変
え

る
シ
ス
テ
ム
や
取
立
手
数
料
な
ど
の
難
し

い
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、関
係
機
関
で
検

討
が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、併
せ
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

●Ｑ
 
 
最
近
自
然
災
害
が
多
く
不
安
に
思
っ

て
い
ま
す
が
、市
の
緊
急
時
対
応
用
品

の
備
蓄
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
Ｊ
Ａ
新
庄
も
が
み
昭
和
支
店
女
性
部
）

■Ａ
 
 
現
在
、市
単
独
で
所
有
し
て
い
る
備
蓄

品
は
、防
災
ラ
ジ
オ
十
七
個
で
す
。飲
・
食

料
品
や
生
活
物
資
は
、山
形
県
生
活
協
同

組
合
連
合
会
や（
社
）全
日
本
冠
婚
葬
祭

互
助
協
会
と
の
協
定
に
よ
り
災
害
時
に
協

力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。今

後
、市
単
独
の
備
蓄
品
を
計
画
的
に
増
や

し
て
い
く
と
と
も
に
、民
間
企
業
と
の
協
定

を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
が
、災
害
時
に
行

政
が
行
う
支
援
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、特
に
災
害
発
生
の
直
後
に
対
応
で
き
る

よ
う
、各
家
庭
で
の
対
策
も
お
願
い
し
ま
す
。



�

　歯周病は40歳以上の人が歯を失う最大の原因となっ
ています 。自覚症状がなく進行するため 、自分の口の中に
関心を持ち 、歯を守るという意識が予防の鍵となります。

歯周病の原因は歯垢
　歯周病の原因は 、歯と歯ぐきの間についた歯垢です 。
歯垢に住む細菌が毒素を出し 、歯ぐきに炎症を起こしま
す 。そのままにしておくと 、炎症はさらにすすみ 、やがて
は歯を支えている骨までも破壊し 、歯が抜けてしまうの
です。

歯周病は若いうちから進行
　歯周病は中高年だけの病気ではありません。なんと 、15
～24歳の65％の人が歯周病にか
かっています 。（1999年厚生労働
省「歯科疾患実態調査」より）
　歯を失うのは老化が原因で
はなく 、若いころに発症した歯
周病が進行し 、悪化した結果
なのです。

予防は正しい歯磨きとかかりつけ歯科医で
　歯周病の予防は正しく歯を磨くことが大切です 。歯周

病の細菌は歯と歯ぐきの間の境目から入ってくるので、
そこをたんねんに磨く必要があります 。また、半年に一度
は歯科医に歯石をとってもらうとよいでしょう。
　歯科医院では 、正しい歯磨き指導のほか、気になること
の相談も受け付けてくれます 。ぜひ 、あなたに合った「か
かりつけ歯科医」をみつけましょう。

歯周病セルフチェック
□歯ぐきの色 ............ 妙に赤っぽかったり、紫色がかっ

ている
□歯ぐきの形 ............ 厚みをもって膨らんだ状態
□歯ぐきの硬さ ........ 触った時にプヨプヨしていて、締

まっていない
□歯ぐきから出血 .... ちょっとしたことで出血する
□口の中 .................... すっきりせず、ネバネバしている
□歯と歯のすき間 ..... 以前に比べてすき間が開いてき

たような気がする
□口臭 ........................ 自分で自分の口のにおいが気に

なる
ひとつでも当てはまるのもがあれば、要注意！
かかりつけ歯科医に相談しましょう。

いきいき健康づくり新庄21（歯の健康編）
～歯周病を予防しよう～ ◎健康課健康推進室�内線513

新たな市民課窓口サービス

　市は、国民保護法（「武力攻撃事態等における国民の保護

のための措置に関する法律」16年9月施行）に基づき、今年度

中に市の計画を策定するため、「新庄市国民保護協議会」を設

置し審議を進めています。この度、「新庄市国民の保護に関する

計画（素案）」を作成しましたので、この計画（素案）について皆

さんのご意見をお聞かせください。

●募集期間 11月10日�～12月9日�

●計画（素案）の閲覧場所（各施設の受付に配置）

市民プラザ�22-4200　わくわく新庄�23-0197

萩野地区公民館�25-2016　八向地区公民館�26-2015

市役所総務課�22-2111

※市ホームページでもご覧になれます。

http://www.city.shinjo.yamagata.jp

●意見の提出方法  用紙（記入する様式は原則自由です。各

施設・ホームページには記入用紙を配置）などに記入し、郵送、

ファクス、メール、受付箱（各施設の受付に配置）などで

送付先／996-8501　新庄市沖の町10番37号

新庄市総務課秘書行政室　�22-0989

メール　soumu@city.shinjo.yamagata.jp

◎詳しくは、総務課秘書行政室へ。  �内線 212・230

「新庄市国民の保護に関する計画（素案） 」 に
皆さんのご意見を

　勤務時間や勤務地の関係など、やむを得ない理由で市民課

の窓口開設時間帯に市役所にいらっしゃることができない人へ

のサービスです。

　事前に電話連絡をいただければ、午後7時まで戸籍謄本など

の交付請求やその交付を行ないます。

●実施時期 18年12月1日�から

●利用時間 市役所開庁日の午後5時～7時

●業務内容 市民課に備えている各種証明書の交付

●利用方法 開庁日の午後4時までに市民課へ電話連絡して

ください。事前に電話連絡がない場合は、時間外窓口を開設し

ませんので利用できません。（市民課への連絡は 3日前から受け

付けます）

◎詳しくは、市民課住民戸籍室へ。  �内線122・123

戸籍抄本・謄本、除籍抄本・謄本、原戸籍抄
本・謄本、附票抄本・謄本、身分証明書

戸籍関係

住民票抄本・謄本、除かれた住民票、住民票記
載事項証明

住民票関係

納税証明書、資産証明書、所得証明書、課税
証明書、評価額証明書、軽自動車納税証明書

税証明

印鑑登録証明書印鑑登録証明
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新庄人

広  報 11. 10  2006�

　「受賞したときは、本当にうれしかったです。俳諧の研

究を続けてきて良かったと思いました」と語る落合さん

は、県立高校の教員を退職後、『やまがた俳諧  独り案内』

という県内の近世俳諧の歴史を紹介した研究書を執筆し

ました。初心者にもわかりやすく俳諧の世界を広く紹介し、

今年1月に「第21回真壁仁・野の文化賞」を受賞しました。

　「わたしは北海道の生まれですが、東北の文学や歴史

を学ぶため山形大学に進学しました。大学の恩師や俳句

研究会の友人たちとの出会いがあり、大学を卒業後、教

員のかたわら俳諧の研究をはじめました。

　俳諧とは俳句の源流といわれるもので、五七五の発句

に七七・五七五と句をつないでいく、数人で行う座の文芸

です。俳諧と聞くと難しく考えがちですが、江戸時代には、

武士や商人など幅広い層の人たちに親しまれていました。

俳諧の魅力は、初めて会った人とでも一定のルールによ

り感性を出し合って交流することができることです。

　研究を進めるうちに、300年以上も昔から芭蕉翁をは

じめとする文化的な交流があり、俳諧に没頭した人たち

がここ新庄・最上にも多くいたことを地域の人たちに知っ

てもらいたいと思い書きはじめました。

　執筆は毎日3～5時間。3年を経て出版することができ

ました。木版本の解読など大変なこともありましたが、専

門家に協力してもらいながら、学生やはじめての人にも

わかりやすいよう実際の俳諧作品に現代語訳や解説など

を付け加えました。また、新庄で活躍していた俳人「 壺人 」
こしゃく

についても紹介しています。明和6年に作られた「 卯花 
うのはな

 塚 」という俳諧書を金山の「
づか

 西田李英 」とともに出版した
に し だ り え い

人物で、戸沢藩の 御使役 や 物頭役 を勤めた武士「 北条 左   
おつかいやく ものがしらやく ほうじょう さ

 金太 」だったという推測が、近年発見された『俳人名録』に
こんた

よって立証されたことなども紹介しています。

　俳諧の世界は深く、幕末にかけてまだ解明されていな

い部分が多くあります。これからも時間をかけて研究を

続けていきたいと思います。『やまがた俳諧  独り案内』は

市立図書館にもありま

すので、多くの人に読

んでもらいたいです。

地域の人や学生が俳諧

に親しむきっかけにな

ればと思います」と落

合さんはやさしい笑顔

で語ってくれました。

「俳諧」の世界
地域に案内

落合　晃さん（栄町）

　

今
年
の
九
月
九
日
・
十
日
の
両
日
、新

庄
中
学
校
第
十
一
回
卒
業
生
の
同
期
会

が
松
島
の「
大
観
荘
」で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。参
加
者
は
五
十
一
名（
卒
業
時
点
で

の
人
数
は
三
百
二
十
名
位
）。前
回
の
東

京
で
の
開
催
以
来
二
年
ぶ
り
で
す
。

　

み
ん
な
元
気
で
若
々
し
く
六
十
四
歳

に
は
と
う
て
い
見
え
ま
せ
ん
。宴
会
で
も

酒
は
じ
ゃ
ん
じ
ゃ
ん
、カ
ラ
オ
ケ
ば
り
ば

り
、も
ち
ろ
ん
夜
中
ま
で
大
騒
ぎ
。

　

翌
日
、小
学
校
の
修
学
旅
行
と
同
じ

コ
ー
ス
、「
弁
天
島
」を
バ
ッ
ク
に
記
念
写
真

を
撮
り
、遊
覧
船
で
塩
釜
港
に
向
か
い
ま

し
た
。船
上
か
ら
見
る
久
々
の
景
色
に
は

感
動
い
た
し
ま
し
た
。塩
釜
の
魚
市
場
で

は
新
鮮
な
魚
介
類
が
た
く
さ
ん
あ
り
、み

な
さ
ん
両
手
一
杯
買
物
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、塩
釜
神
社
を
参
拝
し
ホ
テ
ル

へ
帰
還
。二
年
後
、新
庄
で
の
再
会
を
約
束

し
解
散
し
ま
し
た
。久
々
に
同
期
生
と
会

い
、昔
話
に
花
を
咲
か
せ
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

最
近
い
じ
め
の
問
題
が
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ

わ
せ
て
お
り
ま
す
が
、わ
れ
わ
れ
の
時
代

に
も
全
く
無
い
か
と
言
え
ば
嘘
に
な
り
ま

す
が
、死
に
至
る
よ
う
な
陰
湿
な
い
じ
め

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
が
生
ま
れ
た
時
代
は
第

二
次
世
界
大
戦
の
ま
っ
た
だ
な
か
、物
資

も
食
料
も
無
く
家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る

と
親
か
ら
外
で
遊
ん
で
こ
い
と
言
わ
れ
、い

つ
も
近
所
の
仲
間
数
人
で
日
が
落
ち
る
ま

で
遊
ん
だ
も
の
で
す
。

　

今
の
子
ど
も
た
ち
は
パ
ソ
コ
ン
・
ゲ
ー

ム
な
ど
で
自
宅
に
居
る
時
間
が
多
く
、外

で
友
人
と
遊
ぶ
機
会
が
少
な
く
か
わ
い
そ

う
に
思
い
ま
す
。

　

最
近
、新
庄
北
高
時
代
の
仲
間
数
人
が

毎
週
の
よ
う
に
店
に
来
て
飲
む
機
会
が

多
い
で
す
。

　

い
つ
も
話
題
は
新
庄
の
話
に
な
り
最
近

元
気
が
少
な
い
新
庄
を
ど
う
し
た
ら
活
性

化
で
き
る
か
な
ど
議
論
し
て
お
り
ま
す
。

　

何
か
の
時
に
は
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

中
学
校
の

　

同
期
会
に
参
加
し
て

�
新
庄
藩
江
戸
家
老 

鏡　

弘 
道
さ
ん

（
山
形
プ
ラ
ザ
ゆ
と
り
都
・
そ
ば
処
出
羽
香
庵
店
長
）
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長寿100歳のお祝い
佐藤みねさん（明治39年10月10日生ま

れ）が満100歳を迎え、市からお祝いと賀

詞を贈りました。歌や踊りなどにぎやかな

ことが大好きな明るい性格で、好き嫌いな

くよく食べることが長寿の秘訣。平成9年に

制定された長寿祝いを受けた人は佐藤さ

んで21人目となりました。

どんび すかんこ ねえけど
民話の宝庫として知られる新庄・最上地

域。この地に伝わる民話の心をこれからも

語り続けていきたいと始まった「みちのく民

話まつり」。今回の秋語りでは、新庄民話

の会会員が新庄の民話通りにちなんだ

「金の茶釜」など12話を披露しました。

新庄選手感動をありがとう
日本シリーズで優勝し、日本一となった北

海道日本ハムファイターズ・新庄剛志選

手が惜しまれつつ現役を引退します。市

はこれまで、名前が同じ「新庄」ということ

により友好自治体の盟約を結ぶ奈良県葛

城市（旧新庄町）、岡山県新庄村とともに

新庄選手を応援してきました。わたしたち

に大きな夢と感動を与えてくれた数 の々活

躍に感謝します。

大規模災害に備えて
新庄盆地断層帯を震源とするマグニ

チュード7.1の直下型地震。震度6強で建

物は倒壊し、多数の被害を受けたと想定

した「18年度新庄市総合防災訓練」が泉

田と昭和地区で実施されました。地区住

民や消防団など総勢700人が参加。消防

団による一斉放水、昭和小学校での児

童・住民による避難訓練と初期消火訓練、

県消防防災ヘリコプター｢もがみ｣による

重症者の救命運搬訓練など、参加者は

真剣に取り組みました。

▲長寿100歳のお祝い（10月12日／新寿荘）

▲みちのく民話まつり・秋語り（10月28日／旧矢作家住宅）

▲黛まどかさんの句碑なども建てられた第6回芭蕉乗
船の地国際俳句大会（10月9日／本合海地区）

▲平成7年の「新春トーク」で来新した新庄剛志
選手

▲講師に山形短期大学教授・阿部康子氏を迎え、女性
のキャリアアップを目指し開催された講演会「あなたの
心 伝わっていますか？」（10月15日／市民プラザ）

▲昭和地区の人たちによる初期消火訓練
　（10月21日／昭和小学校）
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▲350人が参加した2006新庄いものこマラソン（10月9日／山屋地区周辺）

▲明倫文庫100年の歴史を今に伝える「新庄図書館の歩み展」（10月18日～12月18日／ふるさと歴史センター）

■第61回国民体育大会秋季大会
【ボクシング】成年ライトウエルター級準優勝
高橋雄介（東京農大）ウエルター級第3位八鍬
譲（新庄東高教員）フライ級第5位山口靖（大
東文化大）
■最上地区中学校新人体育大会
【陸上】男女総合②日新③新庄男子／総合①
日新③新庄／個人1年100m ①浅沼智也（日
新）2年100m ①鎌田卓（新庄）②片桐史登（萩
野）1年200m ①浅沼智也（日新）2年200m ①
村岡敬太（新庄）②大類悠平（日新）共通110m
ハードル①阿部亮太（日新）②成澤一樹（日
新）共通走幅跳①村岡敬太（新庄）③阿部真也
（明倫）共通走高跳②奥山大二郎（日新）③永
井亮太（日新）共通400mリレー①新庄女子／
総合③新庄／個人2年100m ①白崎怜子（新
庄）②小関真莉菜（日新）2年200m ③阿部恵
理（萩野）共通800m ②大山ありさ（萩野）共通
1500m ①永山志穂美（新庄）共通100mハー
ドル②芳賀真以子（日新）共通走幅跳①平賀
由真（八向）②白崎怜子（新庄）共通砲丸投②
奥山絵利子（萩野）共通400mリレー②新庄③
日新
■全国防犯協会連合会防犯栄誉賞
銀賞阿部五兵衛（泉田）
■山形県・県民福祉大会
社会福祉事業功労者
県知事表彰大類忠（末広町）
社会福祉事業団体役職員
県知事表彰月野勲（上金沢町）
ボランティア個人
県知事感謝太田進（谷地小屋）
■県児童生徒版画作品展
特選佐藤瑠香（新庄小）井東晴香（沼田小）
沢田歩夢（新庄小）
■第19回防火ポスターコンクール
優秀賞石川愛美（新庄小）小林奏（沼田小）
■第52回齋藤茂吉文化賞
北陽社

てえたたを光栄

▲アケビやブドウなどの素材を生かしたつる細工が展示された「もがみ
の自然をあむ�橋慶子作品展（10月3日～29日／雪の里情報館）

▲第34回市民雪セミナー「平成18年豪雪を振り返って」
（10月14日／雪の里情報館）

▲たくさんの子どもたちが訪れた秋の花フェスタ
コスモスまつり（10月14日／かむてん公園）

▲東京工業大学教授・正田誠氏、元日本大学教授・都留
信也氏を講師にバイオマスセミナーを開催

　（10月27日／エコロジーガーデン）
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イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです

献血にご協力を
○ 11 月18 日�

午後9時30分～午後3時30分
○保健センター

◎健康課健康推進室 �内線514

▼
対
象 
小
中
学
生
の
親
子（
祖
父

母
も
可
／
先
着　

組
）

20

▼
と
き 　

月　

日
�
午
前　

時

11

25

10

〜
午
後
1
時

▼
と
こ
ろ 
市
民
プ
ラ
ザ

▼
講
師 
遠
藤
敏
信
さ
ん

▼
受
講
料 
1
組
1
、0
0
0
円 

�
市
民
プ
ラ
ザ 

��　
―

4
2
0
0

22

▼
対
象 
市
内
在
住
で
地
域
福
祉

に
関
心
の
あ
る
人
▼
募
集
人
員 
3

人 
▼
応
募
方
法 
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
、生
年
月
日
、性
別
、職
業
、

勤
務
先
、経
歴
、応
募
理
由（
2
0

0
字
）程
度
を
記
載
し
た
申
し
込

み
書（
様
式
自
由
）を　

月　

日
�

11

30

ま
で
福
祉
事
務
所
へ 

�
福
祉
事
務
所
生
活
支
援
室

�
内
線 
5
4
1

東
北
森
林
管
理
局
で
は
、国
有

林
の
管
理
・
経
営
に
み
な
さ
ん
の
声

を
役
立
て
て
い
く
た
め
、モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員 　

人 
▼
募
集
期
間 

48

　

月
1
日
�
〜　

月　

日
�

12

12

28

▼
任
期 　

年
4
月
〜　

年
3
月

19

20

▼
内
容 
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
、国

有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
な
ど

※
東
北
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.toh
ok
u
.k
ok
u
y
u
r

in
.go.jp

�
東
北
森
林
管
理
局

 

��
0
1
8
―

8
3
6
―

2
2
7
4

▼
と
き 
女
子=

　

月　

日
�
、男
子

12

22

=

　

年
1
月　

日
�
午
前
9
時　

19

19

30

分
〜　

時　

分（
各
回
定
員　

人
）

11

30

30

▼
と
こ
ろ 
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容 
基
礎
準
備
運
動
、ス
ト

レ
ッ
チ
な
ど 
▼
講
師 
伊
藤
操
さ
ん

▼
参
加
費 
無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

�
新
庄
市
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
・
事
務
局 

��　
―

3
0
0
8

23

▼
対
象 　

歳
〜　

歳
で
働
く
意

57

65

欲
の
あ
る
人（
定
員　

人
）

20

▼
と
き 　

月
8
日
�
〜
9
日
�

12

▼
と
こ
ろ 
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▼
受
講
料 
無
料

▼
申
し
込
み 　

月　

日
�
ま
で 

11

30

�
新
庄
・
最
上
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー 

��　
―

3
0
6
5

22

▼
と
き  
①　

月　

日
�
、②　

11

16

29

日
�
午
後
1
時
〜
3
時

▼
と
こ
ろ 
わ
く
わ
く
新
庄

▼
内
容 
針
と
糸
で
つ
く
る
指
輪

▼
材
料
代 
1
、８
０
０
円 

�
事
務
局
・
花
井   
��　
―

2
2
7
9

43

　
　

月
1
日「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

12
に
あ
わ
せ
無
料
エ
イ
ズ
検
査
を
実

施
し
ま
す
。 
▼
と
き 　

月
1
日
�

12

午
前　

時
〜
午
後
8
時

10

▼
と
こ
ろ 
最
上
保
健
所（
最
上
総

合
支
庁
内
） 
▼
内
容 
血
液
検
査

と
保
健
師
に
よ
る
相
談  

�
最
上
保
健
所
地
域
保
健
予
防
課

��　
―

5
6
3
5

22

　

調
理
の
業
務
に
従
事
す
る
調
理

師
は
2
年
ご
と
に「
調
理
師
業
務

従
事
者
届
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

▼
対
象 
学
校
、病
院
、社
会
福
祉

施
設
、飲
食
店
な
ど
で
調
理
の
業

務
に
従
事
し
て
い
る
調
理
師

▼
届
出
方
法 
保
健
所
な
ど
に
あ
る

親
子
料
理
教
室

「
そ
ば
打
ち
講
座
」

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
講
習
」

Living
T
ogether

〜
私
に
今
で
き
る
こ
と
〜

「探しています」と「お譲りします」の内容が反対でした。お詫びして訂正いたします。

平
成　

年
度

19

「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」募
集

調
理
師
の
み
な
さ
ま
へ

～LINKS主催・若手リーダー養成講座～
○とき 1 2月 3日�午後1時30分～
○ところ 市民プラザ
○講師 せんだい・みやぎNPOセンター
代表 加藤哲夫氏
○内容 団体の若手メンバーの育成
や活動を継続させるための手がかりを
学ぶ講演会
　

～hottoする会主催・講演交流会～
○とき 1 2月 3日�午後1時30分～
○ところ ゆめりあホールアベージュ
○講師 小国フォルケホイスコーレ
主宰 武義和氏
○内容 ニートやひきこもりで悩んでいる本
人や家族などを対象にした講演と交流会
※いずれも参加無料です。申し込みは、
事前に電話、ファクス、E- メールで
◎詳しくは、市民プラザ�22-4200�22-
4201、ぷらっと（plat@ic-net.or.jp）へ。 

身
体
障
害
者
福
祉
協
会

「
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
」

大
人
の
た
め
の

ビ
ー
ズ
教
室

○とき  1 1月22日��から
○ところ  市役所東庁舎1階情報統計室
○価格  600円
◎詳しくは、政策経営課情報統計室
へ。  �内線426

2007年版やまがた
県民手帳を販売します

　平成19年分の所得税確定申告から「農業所得簡易計算」が廃止さ
れ、これまで水稲作付面積が2ヘクタール未満の人で「農業所得簡易
計算」を適用し、農業所得を計算していた農家の人も収支計算により農
業所得を計算することになります 。これらの人を対象に収支計算を行うた
めの説明会を開催します。
●とき 11月20日�午後1時30分～4時
●ところ 市民プラザ大ホール
●講師 新庄税務署 個人課税部門 個人課税担当
◎詳しくは、新庄税務署個人課税部門�22-5113、税務課課税室�内線142へ。

農業所得収支計算の説明会を開催します
　最近、一般家庭のホームタンクや事業所のタンクから、灯油などの油
類が漏れ出し、河川などに流れ出す事故が増えています。その多くが人
的ミスによるものです。油類の取扱いには十分ご注意ください。

油流出事故を防ぐための心掛け
●その場を離れない・目を離さない
●配管の場所には目印を　●定期点検を怠らない
※事故を起こしたり発見したら市役所、消防署、警察署などへご連絡ください。

◎詳しくは、環境課環境保全室へ。�内線433

「油断大敵！」油の流出事故にご注意ください

新
庄
市
地
域
福
祉
計
画
の

策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す

　これまで原則公開とされてきた住民
基本台帳の一部の写しの閲覧が11
月から、個人情報の保護を図るため原
則非公開となりました。
◎詳しくは、市民課住民戸籍室へ。

 �内線123

住民基本台帳閲覧
制度が改正されました

市民提案型
協働パイロット事業
こうすれば続けられる！市民活動

自分らしく自立して生きるには
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お・知1 1 月の

届
出
用
紙
に　

月　

日
現
在
の
状

12

31

況
を
記
入
し
、　

年
1
月　

日
�

19

15

ま
で
保
健
所
生
活
衛
生
課
ま
た
は

県
保
健
薬
務
課
へ 

�
県
保
健
薬
務
課

��
0
2
3
―

6
3
0
―

2
3
2
9

▼
対
象 
最
上
郡
内
の
企
業
と
高

校
卒
業
予
定
の
人（
就
職
未
内
定

者
） 
▼
と
き 　

月　

日
�
午
後

11

22

1
時
〜
3
時　

分
30

▼
と
こ
ろ 
ベ
ル
フ
ォ
ー
ル
新
庄
玉
姫

殿 
▼
内
容 
求
人
企
業
の
説
明
会

と
個
別
面
談  

�
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
庄��　

―

8
6
0
9

22

　

日
本
下
水
道
協
会
山
形
県
支

部
に
登
録
し
て
い
る
責
任
技
術
者

で
、登
録
の
有
効
期
限
が　

年
1

19

月　

日
ま
で
の
人
は
、現
在
所
属
し

31
て
い
る
指
定
工
事
店
所
在
地
の
市

町
村
で
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
申
請
期
間 　

月
6
日
�
〜　

月

11

12

1
日
��
▼
受
付
場
所 
下
水
道
課

▼
内
容 
登
録
更
新
の
申
請
、更
新

講
習
の
受
講   

�
下
水
道
課
業
務
・
普
及
室

��　
―

5
1
0
0

23

　

県
内
の
医
療
機
関
に
勤
務
す
る

医
師
の
確
保
を
図
る
た
め
、県
内
の

病
院
・
診
療
所
に
勤
務
を
希
望
す

る
医
師
を
医
療
機
関
に
紹
介
・
あ
っ

旋
す
る
山
形
県
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク
事

業
を　

月
か
ら
開
始
し
ま
す
。詳

11

し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
県
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://drbank.pref.yam
agata.jp

�
県
健
康
福
祉
企
画
課

��
0
2
3
―

6
3
0
―

2
1
1
0

　

標
準
営
業
約
款
制
度
は
、消
費

者
擁
護
の
た
め
の
制
度
で
す
。厚
生

労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
登
録

店（
理
・
美
容
店
、ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、

め
ん
類
飲
食
店
、一
般
飲
食
店
）は
、

店
頭
に「
S
マ
ー
ク
」を
掲
げ
て
い
ま

す
。登
録
店
は
、安
全
、清
潔
で
安

心
で
き
る
お
店
で
す
。  

�
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

��
0
2
3
―

6
2
3
―

4
3
2
3

　

検
察
審
査
会
で
は
、検
察
官
を

審
査
す
る　

人
の
検
察
審
査
員
を

11

選
挙
権
の
あ
る
人
の
中
か
ら
く
じ

で
選
ん
で
い
ま
す
。審
査
員
に
選
ば

れ
た
と
き
に
は
、ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。  

�
山
形
検
察
審
議
会
事
務
局

��
0
2
3
―

6
2
3
―

9
5
1
1

第１７回 かもしかおたのしみ会
○ 11 月19日�

午前9時30分～11時30分
○ゆめりあ 「花と緑の交流広場」
◎環境課消防交通室 �内線436

○広報しんじょうお知らせ版10月24日号のフリーマーケット情報の

「
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク
」事
業
を

は
じ
め
ま
す

最
上
地
区
高
校
生

就
職
面
談
会

ご
存
知
で
す
か
？

「
Ｓ
マ
ー
ク
」

検
察
審
査
会
か
ら

排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
登
録
の
更
新

　

建
設
現
場
で
働
く
人
の
た
め
の

退
職
金
制
度
で
す
。加
入
で
き
る
の

は
建
設
業
を
営
む
事
業
主
で
す
。

▼
対
象 
建
設
業
現
場
で
働
く
人

▼
掛
金 
日
額
3
1
0
円

※
建
設
業
退
職
金
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.kentaikyo.taisyokukin.go.jp/

�
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

��
0
3
―

5
4
0
0
―

4
3
1
6

　

騙
さ
れ
な
い
た
め
の
撃
退
法
①

「
お
れ
、お
れ
」な
ど
の
呼
び
か
け
に
は

「
誰
で
す
か
？
」と
名
乗
ら
せ
る
②
動

揺
し
な
い
、あ
わ
て
な
い
③
振
り
込

む
ま
え
に
本
人
に
事
実
確
認
④
電

話
に
警
察
官
や
弁
護
士
を
名
乗
る

人
が
出
て
も
あ
わ
て
ず
相
談
窓
口
へ

※
新
庄
警
察
署 
� 　
―

0
1
1
0 
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�
市
民
課
市
民
相
談
室 
�
内
線 
1
2
5

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
設
業
退
職
金
共
済

催しなど

�

実践的なコミュニケーションのノウハウ
を学ぶ無料講習会（全5回）

�ところ 市民プラザほか
�講師 宇都宮大学教授
　　　   廣瀬隆人氏ほか
�申し込み 事前に電話、FAX、Eメール
(syougaku@city .shinjo.yamagata.jp）で
◎詳しくは、生涯学習課へ。  

�内線461�23-5600

 
～土と水と光～

�と  き 1 1 月 22日�～29日�
午前10時～午後7時／火曜日休館
（最終日は午後4時まで）
�ところ 市民プラザギャラリー
◎入場無料です。詳しくは、市民プラ
ザへ。  �22-4200

 
～新庄の歴史ここが面白い～

�と  き 1 1 月 23 日�
　　　 午後1時30分～3時30分
�ところ 市民プラザ小ホール
�内容 市史執筆者による話と参加
者からの質疑
◎入場無料です。詳しくは、市民プラ
ザへ。  �22-4200 

「コンフィデンス・アップ」
自信と度胸をつける講習会

金寛美  作陶展

新庄市史出版記念シンポジウム

　NPO-AMPでは、希望する家庭にクリスマスプレゼントを届ける
サンタクロース配達事業を行います 。事業説明会から当日の配達、
報告会の3日間手伝ってもらうスタッフを募集します。
●事業説明会 12月17日�午後1時30分～4時30分
●サンタ配達・交流会 12月23日�午後4時～9時
●報告会 19年1月7日�午後1時30分～4時30分
◎詳しくは、NPO-AMP�29-2279、Eメール（npo-amp292279
@brown.plala.or.jp）へ。

「トナカイ急便」 スタッフ募集！― 子どもに夢を届けませんか？ ―
　地域経済の振興を図るため、広報へ有料広告を掲載します。会社の
PRや求人、事業・イベントの宣伝などにご利用ください。掲載を希望する
広報の発行日の1 カ 月前までに原稿を添えてお申込みください。
●掲載 市報12月号からの各広報（市報各月10日・おしらせ版各月25日）
●料金 全枠20,000円、※半枠10,000円（※この広告枠が半枠です 。）
●原稿作成 申込の際は手書き原稿でも結構です。
※掲載内容には制限があります。
◎市HPでもご案内しています 。詳しくは、総務課協働改革室へ。�内線218

広報紙に有料広告を載せてみませんか？！集募告広

「
振
り
込
め
詐
欺
」に

ご
注
意
を
！

「ファシリテーション」を知る
第1回

11月19日�午後1時～4時

「コーチング」を知る
第2回

11月26日�午前10時～午後4時

ワークショップ「自分の問題？」
第3回

12月10日�午後1時～4時

「パワーポイント」を使う
第4回

1月14日�午前9時～午後4時

「地域にとっての女性の役割」
第5回

2月4日�午後1時30分～



��
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択
教
科
を
学
年
に
応
じ
て
開
設
し
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、四
評
価
二
評
定
を
取
り

入
れ
、評
価
ご
と
に
担
任
所
見
を
加
え
、

直
接
保
護
者
に
通
知
表
を
配
付
し
、生

徒
の 「
学
び
」 と 「
育
ち
」 の
様
子
を
伝

え
て
い
ま
す
。こ
こ
数
年
の
学
力
診
断

で
は
、す
べ
て
の
学
年
が
全
国
平
均
を

上
回
る
結
果
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
リ
ズ
ム
づ
く
り
と
心
の
教
育

　

毎
時
間
の
授
業
を
支
え
る
学
び
の
土

台
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
家
庭
と
の
協
働
に
よ
る
生
活
リ

ズ
ム
づ
く
り
で
、適
正
な
睡
眠
時
間
の

確
保
、朝
食
の
摂
食
、家
庭
学
習
の
習
慣

化
を
指
導
の
柱
に
進
め
て
い
ま
す
。家

庭
学
習
で
の
自
学
習
慣
が
身
に
付
か
な

い
限
り
授
業
だ
け
で
は
学
力
の
育
成
・

向
上
は
図
れ
ま
せ
ん
。家
庭
生
活
が
規

則
正
し
く
な
け
れ
ば
自
学
習
慣
も
形
成

さ
れ
ま
せ
ん
。�
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご

飯
・
そ
し
て
家
庭
学
習
�を
合
い
言
葉

に
、学
校
と
保
護
者
が
連
携
し
て
自
学

習
慣
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、す
べ
て
の
教
育
活
動
の
指
導

　

平
成
十
六
年
度
よ
り 「
学
び
」 の
連

続
性
と 「
育
ち
」 の
系
統
性
を
重
視
し

た
学
校
経
営
の
観
点
か
ら
、教
育
計
画
・

教
育
課
程
の
全
面
的
な
見
直
し
を
行

い
、二
学
期
制
に
よ
る�
日
新
な
ら
で

は
� の
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
、生

徒
・
保
護
者
・
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

確
か
な
学
力
の
育
成
・
向
上

　

日
新
中
で
は
、毎
週
時
間
割
を
組
み

替
え
て
い
ま
す
の
で
、自
習
は
ま
ず
あ

り
ま
せ
ん
。八
時
二
十
分
前
か
ら
の
朝

読
書
か
ら
始
ま
り
、ノ
ー
チ
ャ
イ
ム
で

す
が
授
業
に
遅
れ
る
生
徒
も
な
く
、静

寂
の
中
に
も
集
中
し
た
授
業
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
じ
っ
く
り
学
び
、し
っ
か
り
定
着
」 を

図
る
た
め
に
、す
べ
て
の
教
員
が
学
習

意
欲
の
向
上
と
基
礎
基
本
の
定
着
を
め

ざ
す
た
め
の
研
究
テ
ー
マ
を
個
々
に
設

定
し
、毎
時
間
の
授
業
の
充
実
に
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、必
修
教

科
の
学
習
内
容
と
の
関
連
性
を
重
視
し

た
補
充
・
発
展
・
課
題
解
決
の
た
め
の
選

の
根
底
に
す
え
て
い
る
の
が
、「
い
の
ち

（
生
命
・
生
活
・
人
生
）」 を
大
切
に
し
た

心
の
教
育
で
す
。思
春
期
で
す
か
ら
不

適
応
も
起
こ
し
が
ち
で
す
が
、自
尊
感

情
の
高
ま
り
と
各
種
体
験
の
広
が
り
・

深
ま
り
を
め
ざ
し
て
、生
徒
の 「
育
ち
」 

を
支
援
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
、三

年
間
を
見
通
し
た
総
合
学
習
の
時
間
で

は
、全
校
で
の
奉
仕
活
動
と
と
も
に
、一

年
生
… 「
地
域
貢
献
活
動
と
福
祉
学

習
」、二
年
生
… 「
研
修
旅
行
を
通
し
た

職
業
学
習
」 三
年
生
… 「
職
場
体
験
学

習
と
創
作
テ
ー
マ
劇
」 を
中
心
に
計
画

的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
成
果
は
、学
校
行
事
で
の
集
団

力
に
あ
ふ
れ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
各
種

大
会
で
好
成
績
と
い
う
形
で
表
れ
、生

徒
た
ち
の
大
き
な
自
信
と
な
り
、日
新

中
の
伝
統
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
る
原
動

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。 　
 （
日
新
中
学
校
）

「
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
創
出
」

 
昨
年
、市
が
策
定
し
た「
い
の
ち
輝
く
新
庄  
も
み
の
木
教
育
プ
ラ
ン　

」を
指
針
に

21

各
校
で
は
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、日
新
中
学
校
で
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

～学びのまち、ふれあいのまち、夢はぐくむまち「新庄」の教育～

■
最
上
地
区
中
学
校
新
人
体
育
大
会

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】男
子
①
日
新
③
八

向
女
子
①
萩
野
③
明
倫
③
八
向

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】②
新
庄
③
日
新

【
サ
ッ
カ
ー
】①
萩
野
②
明
倫

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】男
子
／
団
体
①
明
倫
ダ

ブ
ル
ス
①
山
科
俊
二
・
今
田
雄
大（
明
倫
）

③
近
岡
利
樹
・
高
桑
基
央（
明
倫
）

女
子
／
団
体
①
明
倫
③
新
庄
／
個
人
／

ダ
ブ
ル
ス
①
井
上
渚
・
皆
川
美
咲
希（
明

倫
）②
小
野
あ
ず
さ
・
高
橋
知
絵（
明
倫
）

【
剣
道
】男
子
／
団
体
②
新
庄
③
日
新
Ａ

／
個
人
③
武
田
和
也（
新
庄
）③
富
樫
雄

悟（
新
庄
）

女
子
／
団
体
①
日
新
Ａ
③
新
庄
／
個
人

②
小
関
陽
子（
新
庄
）③
岸
千
寛（
日
新
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】男
子
／
団
体
①
新
庄

②
明
倫
③
日
新
／
個
人
／
シ
ン
グ
ル
ス
①

柳
谷
泰
志（
明
倫
）②
星
川
尚
之（
新
庄
）

③
佐
藤
瑞
紀（
明
倫
）／
ダ
ブ
ル
ス
②
高

橋
翔
弥
・
小
野
貴
人（
新
庄
）③
佐
藤
長

寿
・
長
南
健
志（
日
新
）高
橋
漠
・
山
科
優

汰（
明
倫
）

女
子
／
団
体
②
新
庄
③
日
新
／
個
人
／

シ
ン
グ
ル
ス
②
星
川
景
香（
新
庄
）③
佐
藤

美
緒（
日
新
）藤
田
未
来（
新
庄
）／
ダ
ブ

ル
ス
①
小
関
真
莉
菜
・
芳
賀
真
以
子（
日

新
）②
八
矢
桐
佳
・
阿
部
優
衣（
新
庄
）

【
卓
球
】男
子
／
団
体
③
八
向
③
日
新
／

個
人
③
梅
津
北
斗（
萩
野
）

女
子
／
団
体
③
八
向
／
個
人
①
大
場
葵

（
新
庄
）②
奥
山
絵
利
子（
萩
野
）

栄
光
をた

た
え
て
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～図書館はオアシス～ 

な
催
し
が
行
わ
れ
、訪
れ
た
市
民
は

「
来
て
・
見
て
・
感
じ
て
」 学
生
た
ち
と
交

流
し
ま
し
た
。

　

後
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
来
年
二
月
ま
で

の
予
定
で
、多
く
の
大
学
生
が
新
庄
・
最

上
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、体
験
型
授

業
を
通
し
文
化
や
歴
史
な
ど
を
学
ん
で

い
き
ま
す
。　　
　
　
 
（
教
育
委
員
会
）

「来て・見て・感じて大学祭！」
～山形大学エリアキャンパスもがみ～

　

新
庄
・
最
上
地
方
を
山
形
大
学
の
キ

ャ
ン
パ
ス
に
位
置
づ
け
教
育
研
究
活
動

を
展
開
し
よ
う
と
昨
年
度
よ
り
ス
タ
ー

ト
し
た 「
山
形
大
学
エ
リ
ア
キ
ャ
ン
パ
ス

も
が
み
」。新
庄
・
最
上
の
文
化
や
歴

史
、町
づ
く
り
な
ど
を
テ
ー
マ
に
こ
れ

ま
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
授
業
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。そ
の
研
究
成
果
や
作
品
を

発
表
す
る 「
や
っ
て
き
ま
し
た
大
学
祭
」

が
十
月
二
十
一
日
�土
 

、市
民
プ
ラ
ザ
を

会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、日

新
小
学
校
の
鼓
笛
隊
が
新
庄
駅
前
か

ら
市
民
プ
ラ
ザ
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
行

い
、沿
道
に
は
た
く
さ
ん
の
市
民
が
集

い
ま
し
た
。開
会
式
で
は
、大
学
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
き 「
ち
ゃ
れ
ん
こ
」 の
子
ど

も
た
ち
が
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
各
分
野
に
分
か
れ
、子
ど
も

た
ち
が
大
学
生
と
一
緒
に
体
験
で
き
る

「
お
も
し
ろ
科
学
実
験
教
室
」 や
前
期

授
業
の
成
果
を
発
表
す
る 「
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
発
表
会
」、絵
画
部
や
演
劇
部

な
ど
の
サ
ー
ク
ル
発
表
、渡
邊
洋
一
教

授
に
よ
る 「
ナ
ス
カ
の
地
上
絵
に
つ
い

て
」 と
題
し
た
講
演
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま

▲おもしろ科学実験教室

�とうさんはタツノオトシゴ  ..エリック・カール
�おたんじょうびのひ  ..........中川ひろたか
�りんごぽいぽい  ..........デビット・マッキー
�パンやのろくちゃん  ............長谷川義史
�せんたくねこさん  ................高木   さんご
�恋する文豪  ......................柴門　ふみ
�天地人 上・下  .................火坂　雅志
�まだ生きている（我が老後）  ..佐藤　愛子
�結婚できない男  ................橋口   いくよ
�ラビリンス 上・下  ................ケイト・モス
�美女は何でも知っている  ....林　真理子
�ベスト・エッセイ集‘06  ........文芸春秋社
�彼女のこんだて帖  .............角田　光代
�月下の恋人  .....................浅田　次郎
�百万遍 古都恋情 上・下  ...花村　萬月
�雪猫（鬼悠市 風信帖5）  ...�橋　義夫
�いけちゃんとぼく  ................西原理恵子
�戦争大統領 ― CIAとブッシュ政権の秘密 ―
　  ...........................ジェームズ・ライゼン
�柳生評定記  .....................多田　容子
�ふしぎの国の安兵衛  .........荒木　　源
�始皇帝  ............................塚本　青史
�ヘヴンリー・ブルー  ............村山　由佳
�祖母力  ............................樋口　恵子
�エンドレス・ワールド  ...........佐伯　紅緒
�藤沢周平父の周辺  ...........遠藤　展子
�空飛ぶタイヤ  ....................池井戸　潤
�子育てハッピーアドバイス3  明橋　大二
�男性改造プロジェクト  .....W・ブルース・キャメロン
�チョッちゃんは、もうじき100歳  ....黒柳　　朝
�働くママの超かんたんレシピ  ..ブティック社
�ハッピー子育て川柳  ..........和　光　堂

『平凡キング』
～ニャンちゃって漫画～

室井　滋 著

●開館時間 午前10時～午後6時
●休 館 日 毎週月曜日、祝日
◎市立図書館　�22-2189

　猫はいつでもマイペース。うらやまし
い限りです。わずらわしい人間関係に
心が疲れたとき開いてみたいおすす
め本です。女優であり、人気エッセイ
ストでもある室井滋と猫たちとの日々。

新着図書

今月のおすすめ

　竜、人魚、不死鳥、天馬などなど。言い伝え
や物語の中に、現実には存在しない生き物た
ちが、不思議なことに古今東西同じような姿で
登場しています。今月は、「空想のいきもの」に
ついて、さまざまな分野の本を展示します。

● 今月のテーマ展示 ●

「空想のいきもの」

▲日新小学校の鼓笛隊パレード
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 石動 神社の親スギ
いするぎ

～県指定天然記念物～

萩野小学校の1年生から3年生がダイコンとサツマイモの
収穫を体験。子どもたちは、腰まで伸びた葉を思い切り
引っぱって抜いたダイコンや泥だらけになりながら土を掘っ
て探したサツマイモを大切そうに抱えて「大きなおイモがと
れてうれしかった。いっぱいとれて楽しかった」と大喜び。

おイモとったぞ
～市体験農園～

�月末現在の新庄人
40, 603人 （40, 947人 ）

21, 120人 （21, 306人 ）女

19, 483人（19, 641人 ）男

13, 466世帯（13, 449世帯）世帯数

9月の異動

27人（19, 832人）出　生

30人（19, 826人）死　亡

82人（19, 862人）転　入

45人（19, 88人）転　出

※（　）は1年前の住民基本台帳

再生紙100％と環境にやさしい 
大豆油インキを使用しています 

萩野集落を過ぎてすぐ、左側の田んぼの中にこんもりと繁る杉
林をみることができる。「石動神社」はその林の中にある。建立は
大同元年（806年）、1, 200年前の平安時代といわれ、御神体
は「うなぎ」であるという。うなぎが御神体であることで、干ばつ
の時でもこの地だけは水に困らなかったともいわれている。この
神社の社殿背後右側に樹齢1, 000年を超す杉の巨木があり、
これが県指定天然記念物の「石動神社の親スギ」である。また、
参道の敷石の一つに、いぼが出て困る人は、この石に3回こすり
つけると治るといわれている不思議な「いぼ石」がある。

表　　紙
の

写　　真

　

昔
は
、男
児
は
生

ま
れ
て
三
十
一
日
目
、

女
児
は
三
十
三
日
目

で
お
宮
参
り
を
し
た
。

今
は
、男
女
共
に
三

十
三
日
で
あ
る
。

　

こ
の
日
、家
で
は

赤
飯
を
炊
き
、乳
児

に
晴
衣
を
着
せ
る
。

姉
と
か
叔
母
と
い
っ

た
近
親
に
抱
か
れ
、

初
め
て
外
に
出
る
。

 
産  
土 
神
の
お
宮
や
、

う
ぶ 

す
な

 
菩  
提  
寺 
に
初
参
り
す

ぼ 

だ
い 

じ

る
。神
仏
に
出
産
を

告
げ
、将
来
の
加
護

を
お
祈
り
す
る
の
だ
。

　

赤
飯
の
一
重
箱
は
、神
主
や 
住  
持 
に
置
い
て
く
る
。家
で
は
、嫁
の
親
、仲

じ
ゅ
う 

じ

人
や
親
戚
を
呼
ん
で
お
祝
い
す
る
。乳
児
も
家
族
の
一
員
と
な
る
、め
で
た

い
日
だ
。

　

乳
児
は
、そ
ん
な
こ
と
を
知
る
や
知
ら
ず
や
、大
き
な
あ
く
び
を
し
、や

が
て
大
声
で
泣
き
出
し
た
り
す
る
。赤
児
の
泣
く
は
運
動
の
ひ
と
つ
、声
が

大
き
い
ほ
ど
丈
夫
な
子
だ
と
喜
ば
れ
る
。

絵
＝
三
条
正
美
、文
＝
笹
喜
四
郎（
昭
和
六
十
一
年
新
庄
市
発
行
）

お
宮
参
り
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